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Overview

-ROOTによるヒストグラムの作成
-ロックロスの調査
-fujimopy

-Public_html

10/28 (月) ～ 11/8 (金)

期間

主な作業内容
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ROOT

図：ヒストグラムの例 https://root.cern.ch/gallery

・CERNで開発されてたツール

・ビッグデータの処理に活用される

・統計的・視覚的に解析できる

・柏サーバで使える
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https://root.cern.ch/gallery


柏サーバでROOT

ROOT.TNtuple(‘nt’, ‘nt’, ‘time:lock:mic’)

PEMセンサの値

ロックの状態

ロックロスする閾値が求められる
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PEMの閾値

Mean = 0.059

Sigma = 0.0083

Mean = 1.2

Sigma = 0.21

Mean =  2.2× 10−7

Sigma = 1.4× 10−7
Mean = 0.10

Sigma = 0.039

閾値：0.2 閾値：10.0 閾値：8.0× 10−7 閾値：0.3
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ロックロスの原因解析

8月のIOガーディアンのロックロス66個を
原因ごとに分類

・PEMセンサ波形の
peak to peakや平均値を利用
・閾値を超えたPEMにフラグを立てる
・PEM以外はまだunknown

・PEMも時系列波形しか見れていない
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PEMの波形

3つとも同じ時刻

とくに特徴はない むしろ振幅0
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サチュレーションの例 7

これらの値も調べて
排除する必要がある

0より上がない

途中までしかない＆
軸やタイトルが出ない



FPMIのロックロス

BSに置かれたセンサしか見ていない
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PEMの波形

FPMIは正しく検出できていそう。
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原因ではない
気がしますが



Overview

-ROOTによるヒストグラムの作成
-ロックロスの調査
-fujimopy

-Public_html

10/28 (月) ～ 11/8 (金)

期間

主な作業内容



About fujimopy

-Fujikawa とMori さんで作成

-スペクトルのピークを
検出して表示する

-様々な指定をしてピークを検出できる

-バージョン1:ローカルでピーク検出

-バージョン2:柏サーバのデータのピーク検出

-バージョン3:ピークの時間推移

バージョン1.7
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ON/OFFujmopy

ON/OFFでn倍になった
ピークだけを検出

k1sumxで使えるようにする
htmlの方も進めていく

10回の平均を使用
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Future plan

・分類の精度を高める＆Unknownの割合を減らす

・時系列波形以外も見る

・グリッチなどの見つけ方を考える

・制御信号などによる原因も組み込む

・fujimopy, htmlもアップデートする

・次回は11月25日～
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Appendix

Intro fujimopy Lock loss SummaryPage Summary Appendix


